
790 第46巻　日本公衛誌　第9号 平成11年9月15日

定期健康診断における尿糖検査の糖尿病

スクリーニングとしての有効性
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目的　一般に，尿糖の値は食後の経過時間によって変化するため，採尿時間は糖尿病スクリーニ

ングにおける尿糖検査の有効性に影響を及ぼすと考えられる。しかし，職域定期健診におけ

る尿糖検査の採尿時間についての基準はない。そこで本研究では，75 g経口糖負荷試験

（OGTT）から得られたデータを用いて，糖尿病スクリーニングとしての尿糖検査の採尿時

間による有効性の違いについて再検証するとともに，尿糖検査の実状を把握することを目的

とした。

方法　1991年から1996年の間に，千葉県内の某病院における経口糖負荷試験を含む一泊二日人間

ドック受診者のうち，糖尿病の既往者22人を除いた男性455人，女性116人を対象とした。対

象者には前夜より厳密な食止めを行い，採尿および採血は経口糖負荷試験の負荷前と負荷後

2時間に実施した。糖尿病の診断は，WHO診断基準（1985年）に基づき確定診断し，尿糖

検査の判定は40 mg/dl以上を陽性とした。そして，糖尿病および糖尿病に耐糖能異常を含

めた場合について男女別に敏感度，特異度を求めた。また，産業医研修会に参加した産業医

を対象に，尿糖検査の実状についてアンケート調査を行った。

成績　負荷後2時間尿糖における敏感度は極めて高く（男性84％，女性100％），特異度も比較的

高かった（男性71％，女性92％）。他方，空腹時尿糖は極端に低い敏感度（男性11％，女性

0％）を示した。糖尿病に耐糖能異常を含めた場合のスクリーニングにおいても，尿糖検査

はほぼ同様の結果であった。一方，産業医に対するアンケート調査の結果，約6割が職域健

診における尿糖検査の採尿を空腹時に行っていることが明らかになった。その主な理由は，

空腹時に行う必要のある胃レントゲン検査や高脂血症等の採血検査との同時施行のためであ

った。

結論　本研究結果から，尿糖検査の採尿は有効性の低い空腹時に行われていることが示唆され

た。科学的根拠に基づく医療（EvidenceBasedMedicine）の考え方に立った健診が望まし

く，今後適切な採尿時間による食後尿糖検査のスクリーニング基準の検討を行った上で，

スクリーニングプログラムの有用性について検討することが望まれる。
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